
 

中讃広域行政事務組合地球温暖化対策実行計画（事務事業編）「エコ・チャレンジプラン」

の実施状況等について  

 

 

〇「温室効果ガス総排出量」 

 2022 年度の排出量は、52,700t-CO2 であり、計画目標の年間 45,000t-CO2 を 17％上回

る結果となった。また、2021 年度の 47,707t-CO2 と比べて 10％増加した。 

 

 

〇「温室効果ガス総排出量増減要因」 

 ・2021 年度には減少していた廃プラスチック類の焼却量が、2022 年度に増加したことに

より、CO2 排出量が増加した。 

 ・電気使用量について、2021 年度と比較すると、全体量はやや減少しているが、ごみ処

分業やし尿処分業において、ごみ質の変化やし尿濃度の上昇により機器運転時間が長く

なっており、使用量は多い状況である。 

  

 

〇「温室効果ガス総排出量削減に向けた取り組み」 

 ・クリントピア丸亀 焼却炉補修耐火物の材料見直し（乾燥焚燃料削減） 

 ・仲善クリーンセンター 公害監視装置制御室エアコン更新 1 台 

 

 

 

 

 進捗状況 



 


